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一
九
二
三
年
一
月
三
〇
日
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
、「
ギ
リ

シ
ア
人
住
民
と
ト
ル
コ
人
住
民
の
交
換
協
定
」（
以
下
、
住
民
交
換

協
定
）
が
ギ
リ
シ
ア
と
ト
ル
コ
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定

は
、
ト
ル
コ
領
内
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
、
ギ
リ
シ
ア
領
内
の
ト
ル
コ
人

を
交
換
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
。
協
定
で
は
「
交
換
」
と
表
現
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
は
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
か
ら
ト
ル
コ
人
を
強

制
的
に
追
放
し
、
同
様
に
ト
ル
コ
共
和
国
か
ら
ギ
リ
シ
ア
人
を
強
制

的
に
追
放
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
世
界
史
上
初
の
強
制
的
な
住
民
交
換
は
、
国
際
連
盟
の
主
導

の
下
で
実
施
さ
れ
た
。
一
九
一
二
年
に
は
じ
ま
る
バ
ル
カ
ン
戦
争
期

か
ら
の
自
発
的
な
住
民
の
移
動
も
含
め
て
、
約
一
五
〇
万
人
に
の
ぼ

る
大
量
の
人
々
が
、
難
民
と
し
て
小
ア
ジ
ア
と
バ
ル
カ
ン
半
島
南
端

の
あ
い
だ
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
報
告
で
は
、
ま
ず
、
住
民
交
換
協
定
が
締
結
さ
れ
る
に
い
た
る

歴
史
的
背
景
を
振
り
返
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
正
教
徒
支
配

に
つ
い
て
基
本
的
事
実
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
強
ま
る
中
で
、
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
か
、
も
し
く
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
具
体
的
な
例
を
紹
介
し
た
。
そ
の
際
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
下
で
正
教
徒
を
統
括
し
て
い
た
世
界
総
主
教
座
と
ギ
リ

シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
に
も
言
及
し
た
。
最
後
に
、
強

制
的
住
民
交
換
当
時
の
小
ア
ジ
ア
の
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

は
、「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
簡
単
に
同
一
視
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
た
。
本
報
告
か
ら
は
、
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
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デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
間
の
よ
り
錯
綜
し
た
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
続
い
た
ギ
リ
シ
ア
・
ト
ル
コ
戦
争
の
結
果
、

住
民
交
換
協
定
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
推
進
し
た
領
土
拡
張
政
策
（
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア
）

は
終
焉
を
迎
え
た
。
一
方
、
ト
ル
コ
に
と
っ
て
こ
の
協
定
は
、
ト
ル

コ
人
の
民
族
国
家
形
成
の
最
初
の
一
歩
と
な
っ
た
。

　
こ
の
住
民
交
換
協
定
で
は
、「
ギ
リ
シ
ア
人
」
で
あ
る
こ
と
、
あ

る
い
は
「
ト
ル
コ
人
」
で
あ
る
こ
と
を
見
極
め
る
唯
一
の
基
準
は
、

宗
教
に
お
か
れ
た
。
正
教
を
信
仰
す
る
者
が
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
し

て
、イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
信
仰
す
る
者
が「
ト
ル
コ
人
」と
分
類
さ
れ
た
。

ま
さ
に
、宗
教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
直
結
す
る
と
い
う
見
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
み
ず
か

ら
の
「
母
国
」
に
住
む
べ
き
だ
と
い
う
理
念
の
も
と
、
長
年
住
み
慣

れ
た
土
地
か
ら
強
制
的
に
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
統
治
形
態
を
考
え
る
と
、
こ
の
基
準
は
ま
っ
た

く
的
外
れ
と
は
言
え
ず
、
あ
る
程
度
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
に
従
っ
て
、
領

内
の
臣
民
を
宗
教
・
宗
派
の
違
い
で
分
類
し
支
配
し
て
き
た
。
臣
民

は
、
ま
ず
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
か
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
か
に
分
け
ら

れ
た
。
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
、
さ
ら
に
正
教
徒
、
ア
ル
メ
ニ
ア
教

徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
共
同
体
を
形
成
し
た
。

正
教
徒
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
異
教
徒
の
中
で
最
大
多
数
を
占
め
て
い

た
。正
教
徒
に
分
類
さ
れ
た
集
団
の
中
に
は
、言
語
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

の
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
を
話

す
者
、
ス
ラ
ヴ
語
系
の
言
語
を
話
す
者
、
ロ
マ
ン
ス
語
系
の
言
語
を

話
す
者
な
ど
で
あ
る
。
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ま
ず
は
正

教
徒
で
あ
る
こ
と
に
置
か
れ
、
言
語
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
基
づ
く
意

識
は
二
次
的
な
も
の
だ
っ
た
。
世
界
総
主
教
は
民
族
の
違
い
を
問
わ

な
い
全
正
教
徒
の
長
と
し
て
の
普
遍
的
な
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
、
正
教
徒
の
共
同
体
か
ら
の
離
脱

が
相
次
ぎ
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア

と
い
っ
た
国
民
国
家
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
第
一
次
世
界
大

戦
直
前
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
正
教
徒
共
同
体
は
ほ
ぼ
小
ア
ジ
ア
に
限

定
さ
れ
た
。
こ
の
共
同
体
は
、
言
語
面
か
ら
み
る
と
ほ
ぼ
ギ
リ
シ
ア

語
話
者
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
正
教
徒
共
同
体
の
ギ
リ
シ
ア
化
が
進
む
の
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
こ
の
共
同
体
に
浸
透

し
て
い
っ
た
。
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
未
回
収
の
」

ギ
リ
シ
ア
人
と
は
、
こ
の
共
同
体
の
正
教
徒
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ギ
リ
シ
ア
国
家
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
ギ
リ
シ
ア
学
校
を
設
立
し

た
り
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
協
会
を
後
押
し
し
た
り
し
て
、
正
教
徒
に
ギ

リ
シ
ア
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
植
え
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
結
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果
、
正
教
徒
の
中
に
は
一
定
程
度
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

受
容
す
る
者
も
現
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
は
、

世
界
総
主
教
座
に
も
及
ん
だ
。
世
界
総
主
教
座
は
、
普
遍
的
な
立
場

か
ら
徐
々
に
離
れ
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
に
は
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
支
持
す
る
立
場
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
す
べ
て
の
正
教
徒
が
、
ギ
リ

シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
方
的
な
受
け
手
で
は
な
か
っ
た
。
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
所
在
は
実
に
様
々
だ
っ
た
。

　
第
一
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
い
う
意
識

は
持
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
必

ず
し
も
結
び
つ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
人
々
の
存
在
で
あ
る
。
多
民
族

と
共
生
す
る
「
東
方
帝
国
」
の
建
設
を
構
想
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
協
会
に
集
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
正
教
徒
だ
っ
た
。

　
第
二
に
、
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
、

ギ
リ
シ
ア
民
族
と
し
て
の
意
識
を
持
つ
こ
と
な
し
に
、
正
教
徒
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
つ
づ
け
た
人
々
で
あ
る
。代
表
的
な
の
は
、

小
ア
ジ
ア
内
陸
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
周
辺
の
正
教
徒
で
あ
る
。

　
第
三
の
例
は
、
黒
海
沿
岸
の
正
教
徒
で
あ
る
。
彼
ら
も
ま
た
ギ
リ

シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
晒
さ
れ
、
現
代
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
び
習

得
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
は
自
分
た
ち

の
意
識
か
ら
遥
か
に
遠
い
国
家
で
し
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
想
像
力

の
な
か
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
よ
り
も
む
し
ろ
ロ
シ
ア
が
、
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
国
家
だ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
末
期
の
小
ア
ジ
ア
の
正
教
徒
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
決
し
て
一
枚
岩
的
な
あ
り
よ
う
を
示
し
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
交
換
協
定
は
、
宗
教

を
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
判
断
す
る
唯
一
の
基
準
と
し
た
。
正

教
徒
を
ギ
リ
シ
ア
人
と
見
な
す
こ
の
決
定
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
、

ま
っ
さ
き
に
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
の
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
ギ
リ
シ

ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
旗
振
り
役
で
あ
っ
た
世
界
総
主
教
座
だ
っ

た
。
一
般
信
徒
の
中
に
は
、
小
ア
ジ
ア
に
留
ま
る
た
め
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
に
改
宗
す
る
者
も
い
た
。

　
強
制
力
を
と
も
な
っ
た
住
民
交
換
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
に
移
住

し
た
正
教
徒
は
、そ
の
後
ギ
リ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
な
る
た
め
に
、

ま
た
す
で
に
ギ
リ
シ
ア
人
に
住
ん
で
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
同
じ
ギ

リ
シ
ア
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
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学
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